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国保加入世帯の推移
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
、
倒
産

や
派
遣
・
パ
ー
ト
労
働
な
ど

の
非
正
規
職
員
の
増
大
で
、

飯
能
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
世
帯
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
国
保
加

入
世
帯
は
、
一
三
八
八
五
世

帯
で
し
た
が
、
十
四
年
度
・

一
四
四
二
六
世
帯
、
十
五
年

度
・
一
四
六
七
五
世
帯
、
十

六
年
度
・
一
五
〇
六
七
世
帯
、

十
七
年
度
・
一
五
九
七
九
世

帯
と
五
年
間
で
二
〇
九
四
世

帯
（
名
栗
を
含
む
）
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し

が
ぎ
り
ぎ
り
の
中
で
、
高
額

な
保
険
税
が
払
え
ず
滞
納
と

な
る
世
帯
が
増
え
、
滞
納
世

帯
の
中
で
一
般
の
保
険
証
か

ら
有
効
期
限
六
ヶ
月
、
三
ヶ

月
の
短
期
保
険
証
を
交
付
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
八
五
二
世

帯
で
、
そ
の
内
納
税
相
談
を

行
っ
て
一
般
保
険
証
に
切
り

替
え
た
人
が
四
一

〇
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中

で
連
絡
も
つ
か
ず

短
期
保
険
証
も
届

い
て
い
な
い
人
が

四
四
二
世
帯
に
も

達
し
て
い
る
の
は

問
題
で
す
。
こ
れ

は

、

現

在

市

が

「
悪
質
滞
納
者
」
と
し
て
十

三
世
帯
に
、
病
院
窓
口
で
全

額
自
己
負
担
の
「
資
格
証
明

書
」
を
発
行
し
て
い
る
の
と

同
様
に
、
「
保
険
証
が
な
い
」

「
病
院
に
行
き
た
く
て
も
い

け
な
い
」
事
態
が
進
行
し
、

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
が
事

実
上
壊
さ
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
も

特
集
で
報
道

昨
年
末
か
ら
年
始
め
に
か

け
て
、
国
保
税
の
収
納
対
策

と
し
て
、
国
が
平
成
一
二
年

か
ら
自
治
体
に
交
付
を
義
務

付
け
た
「
資
格
証
明
書
」
の

発
行
に
関
す
る
記
事
が
新
聞

の
一
面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
一
二
月
二
九
日
埼
玉
新

聞
で
は
、
【
国
保
停
止
一
一

人
死
亡
】
保
険
税
滞
納
で
保

険
証
を
返
還
し
、
医
療
機
関

の
受
診
の
遅
れ
か
ら
病
状
が

悪
化
し
、
死
亡
し
た
と
見
ら

れ
る
患
者
が
過
去
六
年
に
少

な
く
と
も
一
一
人
い
た
。
患

者
の
ほ
と
ん
ど
が
不
況
の
影

響
に
よ
る
低
所
得
者
。

今
年
一
月
三
日
毎
日
新
聞

で
は
、
【
無
保
険
者
・
全
国

三
〇
万
世
帯
以
上
、
国
保
料

滞
納
で
保
険
証
使
え
ず
】
資

格
証
明
書
発
行
世
帯
が
過
去

六
年
間
で
、
平
成
一
二
年
の

三
倍
に
増
え
た
が
、
滞
納
世

帯
数
は
逆
に
上
昇
。
収
納
対

策
ど
こ
ろ
か
、
保
険
税
が
払

え
な
い
加
入
者
の
命
ま
で
も

奪
う
お
そ
ろ
し
い
制
裁
措
置

は
た
だ
ち
に
中
止
す
べ
き
で

す
。

九
日
、
成
人
の
日
に
式
場
の

市
民
会
館
で
、
憲
法
を
ま
も

る
「
九
条
の
会
・
飯

能
」
が
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年

十
月
に
飯
能
で
も
、

大
学
教
授
や
弁
護
士
、

税
理
士
、
振
付
家
、

医
師
、
彫
刻
家
、
児

童
文
学
者
、
市
内
の

団
体
を
中
心
に
「
９

条
の
会･

飯
能
」
を

立
ち
上
げ
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

会
場
の
市
民
会
館
で

は
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
で
「
憲
法
九
条
を

ま
も
り
、
戦
争
し
な
い
平
和

な
日
本
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

午
後
は
丸
広
前
で
宣
伝
行

動
し
、
賛
同
者
が
新
た
に
２

０
名
以
上
増
え
、
現
在
の
賛

同
者
の
総
数
は
４
０
０
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
次
の
よ
う
な
学
習

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

二
月
五
日
（
日
）
二
時
～

飯
能
市
民
会
館
２
０
２
号
室

「
憲
法
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
私
」

講
師

間
野
寿
恵
子
さ
ん

（
振
付
家
・
前
ケ
貫
在
住
）

四
月
二
三
日
（
日
）
二
時
～

飯
能
市
民
会
館
２
０
２
号
室

「
太
平
洋
戦
争
と
英
語
教
育
」

講
師

鏡
味
国
彦
さ
ん

（
元
大
学
教
授･

美
杉
台
在
住
）

長
野
県
栄
村
の
”

ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
”

に
∧
こ
の
地
域
は

積
雪
量
が
日
本
一

(

７
ｍ
85
㎝
）
を
記

録
し
た
こ
と
も
あ

る
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
す
。
秋

山
郷
は
江
戸
時
代

の
文
人
鈴
木
牧
之
の
著
し
た

「
秋
山
紀
行
」
で
初
め
て
世
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
先

人
の
知
恵
と
技
を
受
け
継
い
だ

独
特
の
文
化
が
根
強
く
残
っ
て

お
り
、
村
の
随
所
で
歴
史
の
重

み
が
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
∨

と
あ
り
ま
す
。
去
年
の
秋
、
車

で
通
っ
た
国
道
４
０
５
号
線
も

稀
に
見
る
豪
雪
で
全
面
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す

▼
鈴
木
牧
之
は
「
北
越
雪
譜
」

の
中
で
暖
国
と
雪
国
を
比
較
し

て
∧
雪
を
悲
し
む
は
辺
境
の
寒

国
に
生
ま
れ
た
る
不
幸
と
言
う

べ
し
。
雪
を
観
て
楽
し
む
人
の

繁
花
の
暖
地
に
生
ま
れ
た
る
天

幸
を
羨
ま
ざ
ら
ん
や
∨
と
書
い

て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
豪
雪
を

思
う
と
思
い
は
複
雑
で
す
▼
そ

れ
に
し
て
も
豪
雪
で
の
死
者
が

八
十
名
近
く
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
の
に
救
援
体
制
が
不
十
分

な
の
が
気
に
な
り
ま
す
。
自
治

体
は
予
算
を
使
い
切
っ
て
悲
鳴

を
あ
げ
、
お
年
寄
り
が
必
死
に

雪
に
埋
も
れ
た
過
疎
の
地
域
を

さ
さ
え
、
助
け
を
求
め
て
い
る

の
に
、
そ
れ
す
ら
も
自
己
責
任

と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
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保
険
証
な
し
が
四
四
二
世
帯
に
も

不
安
定
雇
用
で
国
保
加
入
が
急
増

１月22日(日)正午

中央公民館ホール

会費 ２０００円

一部

記念講演 国会議員(要請中)

二部

津軽三味線などの余興、各後

援会からの出し物多数
主催：党飯能市委員会、同後援会

成
人
式
に

九
条
の
会
飯
能
が
憲
法
守
ろ
う
と
宣
伝

国 保
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飯
能
市
総
合
政
策
部
政
策

企
画
課
で
は
、
吾
野
、
東
吾

野
、
原
市
場
、
南
高
麗
（
上

直
竹
）
名
栗
地
域
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
通
信
網
の
未
整
備
地

区
へ
の
早
期
整
備
を
事
業
者

に
要
望
す
る
た
め
に
、
自
治

会
を
と
お
し
て
加
入
希
望
を

と
り
ま
と
め
た
結
果
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
希
望

世
帯
は
、
対
象
自
治
会
員
五

五
九
八
世
帯
に
対
し
、
六
八

二
世
帯
で
希
望
割
合
は
、
一

二
・
二
％
で
し
た
。

も
っ
と
も
希
望
が
多
い
地

域
は
、
原
市
場
で
二
七
六
世

帯
（
九
・
三
％
）
、
続
い
て

吾
野
一
六
四
世
帯
（
一
七
・

三
％
）
、
東
吾
野
一
四
五
世

帯
（
一
九
・
一
％
）
、
名
栗

七
九
世
帯
（
一
二
・
二
％
）
、

南
高
麗
上
直
竹
地
域
九
三
世

帯
（
一
九
・
四
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

希
望
比
率
を
大
字
単
位
で

み
る
と
最
も
高
い
の
が
中
沢

で
六
五
・
六
％
に
も
達
し
、

続
い
て
中
藤
上
郷
が
四
二
・

五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
山
間
地
域
に
お
け

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
の

期
待
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

飯
能
市
は
こ
の
結
果
を
受

け
て
、
十
二
月
二
〇
日
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
者
で
あ
る
、
東
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
に
要

望
書
を
提
出
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側

も
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

と
言
う
こ
と
で
す
。

今
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通

信
網
を
活
用
し
た
山
間
地
域

の
振
興
策
の
検
討
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

２００６年１月１５日 ＮＯ．１５０６

山
間
地
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信

十
二
％
六
八
二
世
帯
で
希
望一

月
八
日
、
映
画
サ
ー

ク
ル
の
有
志
二
十
四
名
は
、

東
京
大
空
襲
戦
災
資
料
セ

ン
タ
ー
見
学
と
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
海
老
名
香
葉
子
さ

ん
が
、
上
野
公
園
に
建
て

た
母
子
像
「
時
忘
れ
じ
の

塔
」
へ
の
献
花
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
十

月
十
五
日
ア
ニ
メ
映
画

「
あ
し
た
元
気
に
な
あ
～

れ
」
の
成
功
か
ら
「
東
京

大
空
襲
を
も
っ
と
学
ぼ
う
」

の
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。

戦
災
セ
ン
タ
ー
（
館
長

作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏
）

は
、
二
〇
〇
二
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
ビ
デ
オ
で

の
学
習
、
資
料
等
に
、
参

加
者
は
「
わ
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
だ
っ
た
が
、
見

学
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら

に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が
わ

か
っ
た
」
「
犠
牲
は
い
つ

も
子
ど
も
、
年
寄
り
で
十

万
人
と
い
う
死
者
の
も
の

す
ご
さ
が
わ
か
っ
た
」
と

改
め
て
反
戦
と
平
和
の
気

持
ち
を
固
め
た
一
日
で
し

た
。

佐
藤
弘

と き２月１９日（日） 午前１０時～午後３時

ところ 一丁目クラブ（稲荷町消防分署南・飯能駅徒歩５分）

リストラ、サラ金、不払い、年金、国保税滞納など何でもお気軽にご相談ください。

弁護士、税理士、社会保険労務士など法律・税務・年金などの専門家と日本共産党の

４名の市議会議員が対応します。

共催：飯能民商、飯能日高土建飯能支部、清流道場、日本共産党飯能市議団

東京大空襲の
悲惨さを実感

東京大空襲戦災資料センター見学

第７回 相談無料

時忘れじの塔

清流道場は、サラ金などの多重債

務で困っている方を、自らの手で

立ち直れるよう援助する道場です。

毎週、水曜日に民商事務所で開催

しています。一人で悩んでいない

でお気軽に相談ください。

連絡先：飯能民商

９７２－４４３２




